
1

令和7年  2月15日 第149号

霊
宝
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２
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題字・畬野光義師

利用案内
■
開
館
時
間
（
冬
期
平
常
展
期
間
中
）

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
00
分

■
休
館
日　

年
末
年
始

　
（
展
示
替
え
に
伴
い
臨
時
休
館
あ
り
）

■
拝
観
料
（
冬
期
平
常
展
期
間
中
）

　
　
　
　
　

大
人　
　
　
　

８
０
０
円

　
　
　
　
　

高
・
大
学
生　

６
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
学
生　

４
０
０
円

高
野
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
、
高
野

町
内
の
学
校
に
在
籍
す
る
学
生
の
方

は
入
館
無
料
で
す
。

（
住
所
記
載
の
証
明
書
提
示
要
）

■
専
用
駐
車
場
あ
り

第
149
号　

目
次

冬
期
平
常
展
の
ご
案
内
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
〜
３

収
蔵
品
の
紹
介
118
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

高
野
山
の
古
建
築 

第
四
十
三
回 

…
…
…
…
…
…
… 

５

特
集
高
野
山
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
〜
７

高
野
山
霊
宝
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
… 

８

重
文 

十
巻
抄
（
円
通
寺
）・
重
文 

八
字
文
殊
曼
荼
羅
図
（
正
智
院
）【
共
に
後
期
展
示
】

仏
尊
の
絵
画
や
彫
刻
の
製
作
は
、
奉
安
さ
れ
る
寺
院
や
施
主
と
打
ち
合
わ
せ
の
上
、
対
象
と
な
る
仏
尊
の
図
像
が
収
載
さ
れ
た
図
像
集
を
も
と
に
行
わ
れ
る
。

令和６年度 冬期平常展

「密教の美術
〜文化財のあれこれ〜」

令和７年１月18日㈯～
　　　３月30日㈰

臨時休館日　３月31日㈪・４月１日㈫

毎月21日（弘法大師の日）ご来館の方にプレゼントあり！
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文
化
財
の
種
類
は
多
様
で
あ
り
、
霊
宝
館
に
は
、
多
く
の
有
形
文
化
財
で
あ

る
、
彫
刻
、
絵
画
、
工
芸
、
考
古
、
歴
史
資
料
が
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
形
や

素
材
が
同
じ
で
も
、
そ
の
文
化
財
が
存
在
す
る
環
境
、
歴
史
背
景
が
異
な
り
、

ま
た
注
目
さ
れ
る
学
術
的
価
値
が
異
な
る
と
、
ま
っ
た
く
別
の
種
類
に
分
類
さ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
本
展
覧
会
で
は
各
種
の
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。
今

後
、
こ
の
多
様
な
文
化
財
に
対
し
て
、
さ
ら
に
興
味
を
持
っ
て
ご
鑑
賞
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

主
な
展
示
品

■
絵
画

重
文　
　

八
字
文
殊
曼
荼
羅
図　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
智
院
【
後
期
】

重
文　
　

十
巻
抄　

秘
法
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
通
寺【
前
後
期
巻
替
】

　
　
　
　

高
野
山
壇
上
并
寺
中
絵
図
（
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

愛
染
明
王
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
南
院
【
前
期
】　

■
彫
刻

重
文　
　

十
一
面
観
音
立
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
亀
院

重
文　
　

阿
閦
如
来
立
像　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

親
王
院

重
文　
　

板
彫
両
界
曼
荼
羅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

「
密
教
の
美
術
～
文
化
財
の
あ
れ
こ
れ
〜
」

令
和
７
年
１
月
18
日（
土
）～
３
月
30
日（
日
）

前
期　

１
月
18
日（
土
）～
２
月
24
日（
月
・
祝
）

後
期　

２
月
26
日（
水
）～
３
月
30
日（
日
）　

会
期
中
無
休

令
和
６
年
度 

冬
期
平
常
展

重文　阿閦如来立像　親王院

高野山壇上并寺中絵図（寛政５年〈1793〉）　金剛峯寺 愛染明王像　西南院【前期】

重文　八字文殊曼荼羅図　正智院【後期】
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■
工
芸

県
指
定　

白
銅
手
錫
杖　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

白
木
五
鈷
杵
（
御
室
済
仁
法
親
王
寄
進
）　 

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

舎
利
塔
（
信
龍
所
持
）　　
　
　
　
　
　
　

 

宝
寿
院

　
　
　
　

宝
剣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
志
八
幡
講

　
　
　
　

灌
頂
道
具
類　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
光
院
【
前
期
】

　
　
　
　

神
道
灌
頂
道
具
類　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

龍
光
院
【
後
期
】

■
書
跡

国
宝　
　

紺
紙
金
銀
字
一
切
経
（
中
尊
寺
経
）　　
　

 

金
剛
峯
寺【前

後
期
巻
替
】

県
指
定　

真
田
幸
村
書
状
（
焼
酎
の
文
・
天
野
詣
り
こ
と
わ
り
状
）　

蓮
華
定
院
【
前
後
期
巻
替
】

県
指
定　

高
野
版
木
製
活
字　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
禅
院

■
考
古

重
文　
　

高
野
山
奥
之
院
出
土
品　

一
石
五
輪
塔　
　

金
剛
峯
寺

県
指
定　

高
野
山
金
剛
峯
寺
境
内
出
土
の
地
鎮
・
鎮
壇
具　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

史
跡
高
野
山
町
石
出
土
品　

経
石　
　
　
　

金
剛
峯
寺

■
歴
史
資
料

重
文　
　

高
野
版
板
木　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺
【
後
期
】

■
民
俗
資
料

国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財　

高
野
山
奉
納
小
型
木
製
五
輪
塔
と
そ
の
関
連
資
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

円
通
寺

■
建
造
物

　
　
　
　

大
門
枡
形
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

大
門
銅
瓦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

　
　
　
　

大
門
釘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

※
文
化
財
の
保
存
上
、
展
示
品
が
替
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
期
間
中
、
一
部
展
示
替
え
を
行
い
ま
す
。

県指定　白銅手錫杖　金剛峯寺

神道灌頂道具類　龍光院【後期】

舎利塔（信龍所持）　宝寿院

県指定　真田幸村書状　蓮華定院【前後期巻替】

次回展覧会

令
和
７
年
度 

重
要
文
化
財
指
定
記
念
特
別
展

　
「
大
伽
藍
」

　
　

令
和
７
年
４
月
２
日
（
水
）
〜
６
月
29
日
（
日
）
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神
道
灌
頂
道
具
類
と
は
、
真
言
宗
の
伝で

ん

法ぽ
う

灌
頂
を
神
道
に
導
入
し
、
密み

っ

教き
ょ
うと
神し

ん

道と
う

が
融ゆ

う

合ご
う

、
い
わ
ゆ
る
神し

ん

仏ぶ
つ

習し
ゅ
う

合ご
う

し
た
真

言
神
道
灌
頂
の
際
に
用
い
ら
れ
た
も
の

で
す
。
鎌
倉
時
代
以
降
、
教
義
の
理
論
化

が
進
み
、
弘
法
大
師
空
海
撰せ

ん

出し
ゅ
つと
さ
れ
る

『
天て

ん

地ち

麗れ
い

気き

記き

』
を
基
に
し
た
神
道
、
御ご

流り
ゅ
う

神し
ん

道と
う

、三み

輪わ

流り
ゅ
う

神
道
、伊い

勢せ

神
道
、両

り
ょ
う

部ぶ

神
道
な
ど
の
神
道
諸
法
流
が
生
ま
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
法
流
で
灌
頂
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
法
流
に
は
、
儀
礼
や
作
法
が
存

在
し
ま
し
た
が
、
明
治
政
府
の
神
仏
分
離

令
を
受
け
て
各
地
で
盛
ん
に
な
っ
た
廃は

い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
く

運
動
の
後
、
法
流
は
途
絶
え
て

し
ま
い
、
現
在
は
一
部
の
道
具
類
の
み
が

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

道
具
類
に
は
、
木
製
の
「
剣け

ん

」（
２
振
）、

「
玉た

ま

」（
２
点
）、「
鏡か

が
み

」（
２
面
、
鏡
面
は
鉄

製
）
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
三さ

ん

種し
ゅ

の
神じ

ん

器ぎ

」（
２
対
）
の
他
、
紙
本
著
色
の
「
宝ほ

う

冠か
ん

」（
１
点
）、
鉄
製
の
「
大お

お

鏡か
が
み」（
５
面
）、

「
小

し
ょ
う

鏡か
が
み」（

53
面
）、
ま
た
紙
製
の
「
投と

う

華げ

包つ
つ

み
」（
14
包
）
が
一い

っ

括か
つ

で
揃そ

ろ

っ
て
い
ま
す
。

　

今
日
行
わ
れ
て
い
る
真
言
密
教
の
伝で

ん

法ぽ
う

灌
頂
や
結け

ち

縁え
ん

灌
頂
の
内
容
を
照
ら
し

合
わ
せ
て
類る

い

推す
い

す
る
と
、
三
つ
の
点
が
復ふ

く

元げ
ん

で
き
ま
す
。

　

一
つ
目
は
「
宝
冠
」
で
す
。
宝
冠
の
表

面
の
四
方
に
は
、
興
味
深
い
絵
画
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
神
道
灌
頂
を
行
う

壇だ
ん

様よ
う

を
表
し
て
い
る
よ
う
で
、
壇
上
に
は

大
き
な
鏡
が
５
面
、
正
面
に
は
小
さ
な
鏡

が
３
面
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
伝
法
灌
頂

や
結
縁
灌
頂
は
、壇
上
に
曼ま

ん

荼だ

羅ら

を
敷
き
、

受
者
は
そ
の
上
に
樒し

き
み

の
葉
を
投
華
し
、曼

荼
羅
上
の
仏ぶ

っ

尊そ
ん

と
結
縁
し
ま
す
が
、
神
道

灌
頂
で
は
曼
荼
羅
の
代
わ
り
に
鏡
が
敷

か
れ
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
投
華
包
み
」
で
す
。
包

み
の
表
に
は
、『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
や
『
古こ

事じ

記き

』
と
い
っ
た
日
本
神
話
に
登
場
す
る
天

照
大
神
（
あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み
）、

瓊
瓊
杵
尊
（
に
に
ぎ
の
み
こ
と
）、鸕
〈
鷀
〉

草
葺
不
合
尊
（
う
が
や
ふ
き
あ
え
ず
の
み

こ
と
）、
彦
火
々
出
見
尊
（
ひ
こ
ほ
ほ
で

の
み
こ
と
）
と
い
っ
た
神
々
の
神じ

ん

名み
ょ
うが
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
壇
上
の
鏡
は
、
こ
れ

ら
の
神
々
の
御み

正し
ょ
う

体た
い

で
あ
っ
た
こ
と
が

窺う
か
がえ
、
受
者
は
投
華
し
た
も
の
が
落
ち
た

鏡
に
相
当
す
る
神
と
結
縁
す
る
、「
投
華

得と
く

仏ぶ
つ

」
な
ら
ぬ
、「
投
華
得と

く

神し
ん

」
を
行
っ

た
の
で
し
た
。　

　

伝
法
灌
頂
や
結
縁
灌
頂
で
は
、
受
者
は

敷
曼
荼
羅
に
投
華
し
仏
尊
と
結
縁
し
た

樒
を
、
投
華
包
み
と
い
う
懐か

い

紙し

の
包
み
に

入
れ
て
持
ち
帰
り
ま
す
。

　

神
道
灌
頂
で
は
、
恐
ら
く
こ
の
投
華
包

み
も
同
様
な
取
り
扱
い
が
行
わ
れ
て
い

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、「
小
鏡
」で
す
。小
鏡
に
は
周

囲
の
縁
に
は
２
箇
所
に
耳
が
つ
い
て
お

り
、
細
い
紐ひ

も

が
通
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
鏡
は
、
灌
頂
道
場
内
の
神
々
ら
の

御
正
体
と
し
て
、
灌
頂
壇
の
周
囲
に
掛
け

ら
れ
、
灌
頂
の
受
者
は
周
囲
に
映
し
出
さ

れ
た
自
分
の
姿
を
見
て
、
灌
頂
を
通
じ
て

法
流
を
授
か
っ
た
法ほ

う

縁え
ん

に
感
動
し
、
感
情

を
高こ

う

揚よ
う

さ
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

本
資
料
は
、
真
言
密
教
と
神
道
が
融
合

し
た
、
か
つ
て
存
在
し
た
神
道
灌
頂
の
様

子
が
窺
え
る
、希き

少し
ょ
うで
貴
重
な
資
料
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
鳥
羽　

正
剛
）

神し
ん

道と
う

灌か
ん

頂じ
ょ
う

道ど
う

具ぐ

類る
い　

一
式　
龍
光
院
蔵

　

江
戸
時
代

小鏡 宝冠

神道灌頂道具類

収
蔵
品
の
紹
介 

118

投華包み④
（鸕〈鷀〉草葺不合尊）

投華包み③
（彦火々出見尊）

投華包み②
（瓊々杵尊）

投華包み①
（天照大神）



5

令和7年  2月15日 第149号

い
な
い
よ
う
で
す
。

　

正
面
の
中
央
三
間
、
奥
行
き
四
間

の
本
堂
中
心
部
分
は
、
ご
住
職
や
役

僧
さ
ん
が
修
法
す
る
内
陣
部
分
と
、

信
者
さ
ん
の
座
る
外
陣
部
分
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
山
内
寺
院
の

本
堂
と
し
て
は
一
般
的
な
構
成
な
の

で
す
が
、
そ
の
内
外
陣
の
区
切
り
と

し
て
、
こ
こ
で
は
「
板い

た

唐か
ら

戸ど

」
が
建

て
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
特

異
で
注
目
で
す
。
普
通
は
建
具
は
建

て
込
ま
れ
ま
せ
ん
。
仮
に
建
具
を
入

れ
た
と
し
て
も
内
陣
の
様
子
が
見
通

せ
る
「
格こ

う

子し

戸ど

」
で
す
。

　

内
外
陣
を
板
唐
戸
で
厳
格
に
区
切

る
の
は
、
神
社
や
霊れ

い

廟び
ょ
う

建
築
で
用

い
ら
れ
る
建
築
手
法
で
す
。
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
部
分

は
行
人
方
東
照
宮
の
本
殿
部
分
の
面

影
を
色
濃
く
残
し
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
の
で
す
。

　

こ
の
「
板
唐
戸
」
は
全
面
が
金
箔

押
し
で
、
隅
々
に
金
色
の
錺

か
ざ
り

金か
な

具ぐ

が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
錺
金
具

に
は
三
つ
葉
葵
紋
と
唐
草
文
が
彫

ち
ょ
う

金き
ん

さ
れ
、
こ
れ
こ
そ
正
に
徳
川
家
霊
廟

の
遺
構
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
と
確
信
で
き
る
意
匠
で
す
。

　

行
人
方
東
照
宮
は
、
寛
永
八
年

（
一
六
三
一
）
に
創
建
さ
れ
、
そ
の

後
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
に
仏
殿

の
形
式
に
建
て
替
え
ら
れ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
葵
紋
の
葉
脈
が
細
か
い

こ
と
、
扉
に
押
さ
れ
た
金
箔
が
小
さ

い
こ
と
は
注
目
で
、
そ
れ
ら
は
製
作

年
代
の
指
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
寛

手挟みの詳細　口ひげや尾鰭を見ると「ナマズ」のよう
だ。建築彫刻の主題としては希有の例だ。地震の災いを
封じ込めようとしたのだろうか。

内外陣境板唐戸の詳細　扉は全面が金箔押しで、豪華な
金色の金具で飾られている。金具には三つ葉葵紋が彫金
され、東照宮の遺構であることを確信させる意匠となっ
ている。

本堂の正面全景　本堂はほぼ七間四方で、中央に唐破風
造りの一間の向拝が付いている。向拝廻りは建築彫刻で
飾られている。

本堂の内部　写真右手の三間四方が「内陣」で、正面側
には板唐戸が建て込まれ、写真左手が参詣者の着座する

「外陣」となっている。内外陣を板唐戸で仕切るのは異
例である。

　

普
門
院
は
、
高
野
山
観
光
の
中
心

地
、
千
手
院
橋
交
差
点
か
ら
北
に
向

か
っ
た
右
手
に
あ
り
ま
す
。
弘
法
大

師
空
海
の
師
「
勤ご

ん

操ぞ
う

大だ
い

徳と
く

」
が
創
建

し
た
と
伝
え
ら
れ
、
高
野
山
草
創
期

に
遡
る
由
緒
あ
る
お
寺
で
す
。
長
い

歴
史
の
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
明
治

二
一
年
（
一
八
八
八
）
の
山
内
の
大

火
災
で
類
焼
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ

た
の
が
、
今
の
寺
院
の
姿
で
す
。

　

火
災
後
の
再
建
に
際
し
て
、
神
仏

分
離
で
廃
絶
し
、
廃
屋
と
な
っ
て
い

た
「
行

ぎ
ょ
う

人に
ん

方か
た

東
照
宮
」
の
建
物
を
本

山
金
剛
峯
寺
か
ら
払
い
下
げ
を
受

け
、
再
建
に
当
た
っ
て
の
資
材
に
し

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
状
の
本
堂
は
、
正
面
の
柱
間
が

七
間
、
奥
行
き
七
間
で
、
正
面
中
央

間
に
唐か

ら

破は

風ふ

造
り
の
一
間
の
向こ

う

拝は
い

が

付
い
て
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、
不

用
な
痕
跡
や
不
自
然
な
納
ま
り
の
箇

所
が
見
受
け
ら
れ
、
計
画
的
に
新
築

さ
れ
た
建
物
と
は
思
え
な
い
部
分
が

沢
山
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
様
子

を
見
る
と
、
別
の
建
物
の
部
材
を
再

利
用
し
て
建
て
ら
れ
た
こ
と
は
間
違

永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
建
立
の
徳

川
家
霊
台
の
錺
金
具
と
そ
の
様
式
を

比
較
し
た
と
き
、
少
し
時
代
の
下
っ

た
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
製
作

と
考
え
る
の
が
妥
当
な
よ
う
に
思
い

ま
す
。

  

本
堂
内
部
が
色
鮮
や
か
な
彩
色
で

彩
ら
れ
て
い
る
の
も
、
山
内
の
本
堂

と
し
て
は
珍
し
く
、
こ
れ
も
東
照
宮

の
装
飾
技
法
だ
と
考
え
る
と
納
得
で

き
ま
す
。
た
だ
現
状
の
彩
色
に
は
、

幕
末
期
以
降
に
輸
入
さ
れ
た
「
オ
ラ

ン
ダ
群
青
」
と
称
さ
れ
る
特
徴
的
な

鮮
や
か
な
青
色
顔
料
が
用
い
ら
れ
て

い
て
、
明
治
の
再
建
時
に
大
き
く
塗

り
直
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。

　

本
堂
の
外
観
は
現
状
で
は
白し

ら

木き

で

す
が
、
組
物
や
蟇

か
え
る

股ま
た

に
は
彩
色
の
染

み
込
み
の
痕
跡
が
あ
り
、
彫
刻
類
の

隅
々
に
は
顔
料
が
残
存
し
て
い
て
、

か
つ
て
は
外
部
も
彩
色
で
彩
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
移
築
に
際
し
て
、

外
部
の
部
材
は
塗
装
を
洗
い
落
と
し

た
の
で
し
ょ
う
。

　

正
面
の
向
拝
は
建
築
彫
刻
が
見
事

で
す
。
特
に
「
手た

挟ば
さ

み
」
と
い
う
部

材
に
「
ナ
マ
ズ
」
が
彫
刻
さ
れ
て
い

る
の
は
希
有
の
例
だ
と
思
い
ま
す
。

「
ナ
マ
ズ
」
の
彫
刻
は
、
東
京
の
上

野
東
照
宮
に
あ
る
と
知
人
に
教
え
て

頂
き
ま
し
た
が
、
東
照
宮
繋
が
り
に

不
思
議
な
縁
を
感
じ
ま
し
た
。

　

普
門
院
本
堂
は
見
ど
こ
ろ
満
載
で

す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴 

海　

祥 

博

高
野
山
の
古
建
築　
第
四
十
三
回

　

普ふ

門も
ん

院い
ん 

本
堂

連 載
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国
登
録
有
形
民
俗
文
化
財

　

高
野
山
奉
納
小
型
木
製
五
輪
塔
及
び
関
連
資
料
の
調
査
（
そ
の
三
）

　
　
　
　
　
　
　

木
箱
②

特
集
高
野
山

◎
木
箱
の
墨
書
に
見
る

　

五
輪
塔
の
造
塔
背
景

　

木
箱
⑩
か
ら
⑬
ま
で
の
四
面
に
は
、「
寶

塔
八
萬
四
千
基
之
内
」（
図
２
・
Ａ
面
）、「
一

萬
五
千
二
百
十
八
（
基
）
箱
入
」（
図
３
・

Ｂ
面
）、「
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
丙
申

八
月
改
」（
図
４
・
Ｃ
面
）、「
先
師
龍
海

起
首
此
造
塔
供
養
畢
（
訖
）」（
図
５
・
Ｄ

面
）
と
墨ぼ

く

書し
ょ

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
箱
⑩
の
第
三
段
目
の
天
板
に

は
、「
天
保
七
□
□
六
月
十
日
改
之　

但

馬
国

茂
吉
別
當　

摩
尼
久
右
衛
門
出
入

之
者
」
と
墨
書
が
あ
り
ま
す
（
図
６
）。

こ
の
墨
書
か
ら
は
、
二
人
の
人
物
像
が
浮

か
び
上
が
り
ま
す
。
ま
ず
一
人
目
は
、
但

馬
国
（
現
在
の
兵
庫
県
北
部
）
の
茂も

吉き
ち

と

い
う
人
物
で
、
別べ

っ

當と
う

（
別
当
）
と
役
職
か

ら
地
元
の
中
心
的
な
人
物
で
、
五
輪
塔
の

勧
進
に
関
与
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
ち
な
み
に
、
但
馬
国
は
当
時
の
円
通

寺
住
職
の
龍

り
ゅ
う

海か
い

上し
ょ
う

人に
ん

（
一
七
五
六
～

一
八
二
〇
）
の
出

し
ゅ
っ

生せ
い

地ち

で
す
。
地
元
を
あ

げ
て
五
輪
塔
の
寄
進
を
推
し
進
め
た
の
か

図５　木箱⑩墨書　Ｄ面 図４　木箱⑩墨書　Ｃ面 図３　木箱⑩木書　Ｂ面 図２　木箱⑩墨書　Ａ面

図１　国登録有形民俗文化財　高野山奉納小型木製五輪塔及び関連資料　円通寺　（図中の①～⑯は木箱の番号）

①

④③②⑨⑧ ⑦⑥⑤

⑮

⑭

⑬⑫⑪

⑩

⑯
⑰
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も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

二
人
目
は
、
摩ま

尼に

（
現
在
の
和
歌
山
県

高
野
町
の
北
東
部
）の
久き

ゅ

右う

衛え

門も
ん

と
い
う
、

円
通
寺
に
出
入
り
し
て
い
る
と
い
う
人
物

で
す
。『
紀き

伊い

続し
ょ
く

風ふ

土ど

記き

』（
天
保
十
年

〈
一
八
三
九
〉
編
纂
）
に
よ
る
と
、
摩
尼

は
杖

つ
え
が

藪や
ぶ

（
杖
ヶ
藪
）、
樫か

し

原は
ら

、
平ひ

ら

原は
ら

、
林は

や
し

、

南み
な
み、西に
し

郷ご
う

（
以
上
、現
和
歌
山
県
高
野
町
）、

市い
ち

平だ
い
ら（
現
同
九
度
山
町
）、東

ひ
が
し

宿や
ど
り、西に
し

宿や
ど
り（
現

同
橋
本
市
）
の
九
村
を
合
わ
せ
た
範
囲
を

い
い
、
こ
の
集
落
の
い
ず
れ
か
の
住
人
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

五
輪
塔
は
、
円
通
寺
の
僧
侶
ば
か
り
で

は
な
く
、
僧
侶
以
外
の
職
人
な
ど
も
関

わ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
『
霊
宝

館
だ
よ
り
』
第
１
４
５
号
（
令
和
６
年
２

月
11
日
発
行
）
で
の
記
事
で
述
べ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
墨
書
に
よ
り

摩
尼
の
集
落
の
住
人
が
木
箱
に
五
輪
塔
を

封ふ
う

入に
ゅ
うす
る
作
業
に
も
立
ち
会
い
、
木
箱
や

奉
安
す
る
点
数
な
ど
を
確
認
し
て
い
た
と

い
う
小
型
木
製
五
輪
塔
の
勧か

ん

募ぼ

、
奉
安
を

巡
っ
て
、
大
変
興
味
深
い
背
景
が
わ
か
り

ま
し
た
。

◎
五
輪
塔
造
立
の
背
景

　

さ
ら
に
、
五
輪
塔
の
底
部
に
は
、

「
八
万
四
千
内　

重
源
上
人
六
百
回
忌
菩

提
（
梵
字
）」（
図
７
）
や
「
八
万
四
千
内

　

奉
為　

重
ち
ょ
う

源げ
ん

上し
ょ
う

人に
ん

六
百
年
忌
」
と
墨

書
さ
れ
た
も
の
が
十
基
あ
り
ま
し
た
。
重

源
上
人
（
一
一
二
一
～
一
二
〇
六
）
は
、

源げ
ん

平ぺ
い

の
争そ

う

乱ら
ん

の
後
、
東
大
寺
復
興
の
大だ

い

勧か
ん

進じ
ん

を
務
め
た
高
僧
で
、
勧
進
の
た
め
に
全

国
に
七
箇
所
の
勧
進
拠
点
と
な
る
別
所
を

設
け
ま
し
た
。
東と

う

大だ
い

寺じ

別
所
（
奈
良
市　

東
大
寺
浄
土
堂
）、
伊い

賀が

別
所
（
三
重
県

伊
賀
市　

新し
ん

大だ
い

仏ぶ
つ

寺じ

）、
渡わ

た

辺な
べ

別
所
（
大

阪
市
中
央
区
平
野
町
内　

発
掘
調
査
地
）、

播は
り

磨ま

別
所
（
兵
庫
県
小
野
市　

浄
土
寺
）、

備び

前ぜ
ん

別
所
（
岡
山
県
内
不
明
）、
周す

防お
う

別

所
（
山
口
県
防
府
市　

阿
弥
陀
寺
）、
そ

し
て
円
通
寺
を
中

ち
ゅ
う

興こ
う

し
、
高こ

う

野や

別べ
っ

所し
ょ

（
真し

ん

別べ
っ

所し
ょ

・
新し

ん

別べ
っ

所し
ょ

）
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
時
の
円
通
寺
住
職

の
龍
海
上
人
が
、
先
師
で
あ
る
重
源
上
人

の
命
日
で
あ
る
建
永
元
年
（
一
二
〇
六
）

か
ら
数
え
て
六
〇
〇
回
忌
に
当
た
る
文
化

二
年
（
一
八
〇
五
）
を
前
に
五
輪
塔
勧
進

事
業
を
発ほ

つ

願が
ん

し
、
そ
の
後
を
継
い
だ
隆

り
ゅ
う

鎮ち
ん

上し
ょ
う

人に
ん

（
一
七
五
六
～
一
八
五
四
）
が
奉

納
さ
れ
た
五
輪
塔
の
数
を
勘か

ん

定じ
ょ
うし
、
天
保

七
年
（
一
八
三
六
）
に
木
箱
に
納
め
て
勧

進
事
業
を
終
了
し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
五
輪
塔
勧
進
事
業
は
、
事
業
開
始
か

ら
実
に
約
三
〇
年
も
の
歳
月
を
か
け
た
大

事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺う

か
が

え
ま
す
。

　
◎
木
箱
に
五
輪
塔
を
封
入
し
た
後
の

　

奉
安
状
況

　

こ
の
度
、
円
通
寺
の
本
堂
の
須し

ゅ

弥み

段だ
ん

の

下
に
木
箱
が
横
に
倒
さ
れ
た
状
況
で
発
見

さ
れ
ま
し
た
が
、
先
述
し
た
側
面
の
四
面

に
は
、縦
書
き
で
「
寶
塔
八
萬
四
千
寶
塔
」

な
ど
の
墨
書
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
木

箱
②
、
④
、
⑤
、
⑨
か
ら
⑬
ま
で
の
側
面

上
方
や
上
面
に
は
「
上
」
と
い
う
墨
書
が

記
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
図
８
）。
奉
安
当

初
の
状
況
は
五
輪
塔
の
天
地
が
逆
さ
ま
に

な
ら
な
い
よ
う
、
木
箱
が
立
っ
た
状
態
と

な
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

◎
奉
安
点
数
の
謎

　

木
五
輪
塔
は
、
八
万
四
千
ま
た
、
木
箱

に
は
「
一
萬
五
千
二
百
十
八
（
基
）
箱
入
」

（
図
３
）
と
墨
書
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で

す
が
、
今
回
確
認
さ
れ
た
五
輪
塔
は
、「
一

萬
二
千
百
五
十
六
基
」で
す
。
そ
の
差
は
、

「
三
千
六
十
二
基
」
に
も
の
ぼ
り
、
現
在

そ
の
他
の
所
在
は
不
明
で
す
。こ
れ
ら
は
、

ま
だ
円
通
寺
の
ど
こ
か
、
あ
る
い
は
高
野

山
内
の
ど
こ
か
に
存
在
し
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　
　
（
鳥
羽　

正
剛
）

図６　木箱⑩の墨書（棚の付番とともに、小型木製五輪塔を箱へ封入す
るのに立ち会ったことが墨書されている）

図７　五輪塔地輪底部墨書（小型木
製五輪塔の造塔発願が重源上人六百
回忌を記念して始められたことが墨
書されている）

図８　木箱の墨書（木箱に小型木製五輪
塔が納められた後、木箱の天地がわかる
ように「上」と書写されている。赤○印）
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高野山霊宝館からのお知らせ

お問い合せ先　高野山霊宝館　ＴＥＬ ０７３６─５６─２０２９㈹

◎
展
覧
会
予
定

重
要
文
化
財
指
定
記
念
特
別
展

﹁
大
伽
藍
﹂

　

４
月
２
日
㈬
〜
６
月
29
日
㈰

出
陳
品

国
宝　

善
女
竜
王
像　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　

大
日
如
来
坐
像
（
西
塔
旧
在
）

　

金
剛
峯
寺

重
文　

紺
紙
金
字
一
切
経
（
荒
川
経
）

　

金
剛
峯
寺

大
宝
蔵
展
﹁
高
野
山
の
名
宝
﹂

　

７
月
５
日
㈯
〜
10
月
５
日
㈰

出
陳
品

国
宝　

仏
涅
槃
図　
　
　
　
　

金
剛
峯
寺

重
文　

蓮
華
形
柄
香
炉　
　
　
　

龍
光
院

重
文　

紙
胎
花
蝶
蒔
絵
念
珠
箱　

金
剛
峯
寺

秋
期
企
画
展

﹁（
仮
）奥
之
院
〜
弘
法
大
師
信
仰
の
始
ま
り
と
広
が
り
﹂

　

10
月
11
日
㈯
〜

令
和
８
年
１
月
12
日
㈪
・
㈷

出
陳
品

国
宝　

又
続
宝
簡
集
六
十
一　

金
剛
峯
寺

重
文　

高
野
山
奥
之
院
出
土
遺
物　

　

金
剛
峯
寺

重
文　

南
保
又
二
郎
納
骨
遺
品　
　金

剛
峯
寺

冬
期
平
常
展

﹁（
仮
）密
教
の
美
術
〜
し
あ
わ
せ
の
カ
ウ
ン
ト
﹂

　

令
和
８
年
１
月
17
日
㈯
〜
４
月
11
日
㈰

出
陳
品

重
文　

八
字
文
殊
曼
荼
羅
図　
　

正
智
院

重
文　

八
宗
論
大
日
如
来
像　
　

善
集
院

未
指
定　

銀
製
群
雀
七
宝
花
瓶

金
剛
峯
寺

◎
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話　

開
催

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
法
話
」（
お
坊
さ
ん
に

よ
る
法
話
と
展
示
解
説
）
を
、
左
記
の
と

お
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

11
月
９
日
㈯　

講
師　

辻　

雅
榮 

師

今
後
の
開
催
予
定

　

５
月
17
日
㈯
、
６
月
７
日
㈯
、

　

７
月
12
日
㈯
、
８
月
２
日
㈯
、

　

９
月
６
日
㈯
、
10
月
18
日
㈯
、

　

11
月
８
日
㈯

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
よ
り
約
45
分

◎
霊
宝
館
友
の
会
会
員
対
象

　
﹁
明
け
ま
し
て
拓
本
体
験
﹂

　

令
和
７
年
１
月
18
日
㈯
、会
員
対
象「
明

け
ま
し
て
拓
本
体
験
」を
開
催
し
ま
し
た
。

◎
文
化
財
の
新
指
定

　

令
和
６
年
12
月
９
日
㈪
付
け
で
、
２
件

11
棟
の
建
造
物
が
国
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

◦
重
要
文
化
財
金
剛
峯
寺

御
影
堂
、
西
塔
、
山
王
院
拝
殿
、
山

王
院
鐘
楼
、
准
胝
堂
、
宝
蔵
、
大
会

堂
、
愛
染
堂
、
三
昧
堂

◦
重
要
文
化
財
金
剛
峯
寺
金
堂
及
び

　

根
本
大
塔

金
堂
、
根
本
大
塔

　

令
和
６
年
12
月
３
日
㈫
付
け
で
、
３
棟

の
建
造
物
が
国
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

◦
国
登
録
有
形
文
化
財　

光
臺
院
多
宝
塔
、
光
臺
院
経
蔵
、
密

厳
院
苅
萱
堂

ミュージアム法話開催風景
（高野山本山布教師　辻 雅榮 師）

「明けまして拓本体験」開催風景

◎
空
海
・
密
教
を
自
宅
で
学
べ
る

﹃
高
野
山
大
学 

社
会
人
向
け
コ
ー
ス
﹄

　

高
野
山
大
学
で
は
、
社
会
人
の
皆
さ

ま
の
人
生
の
さ
ら
な
る
学
び
を
応
援
す

る
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
可
能
な

密
教
文
化
コ
ー
ス
を
開
設
し
て
お
り
ま

す
。

　

空
海
、
マ
ン
ダ
ラ
、
お
遍
路
、
歴
史

な
ど
幅
広
い
学
び
を
、
続
け
や
す
い
学

費
に
て
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細

は
大
学
Ｈ
Ｐ
、
ま
た
は
お
電
話
に
て
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

高
野
山
大
学
コ
ー
ス
広
告

大学 HP
QR コード

令和７年４月１日から、
通常の開館時間が
９時00分から17時00分まで
となります。

重文 金剛峯寺御影堂
（写真提供　高野町教育委員会）

　


